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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月6日(2017.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係る情報処理装置は、情報の付与対象毎に複数の
情報項目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報
が登録されているデータベースを生成可能な、又は、前記データベースにおける前記情報
を更新可能な情報処理装置であって、複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目の
それぞれについて前記情報の登録又は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の
受け付け対象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複数の情報項目のそれぞれが前記
情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行される付与対象
毎入力処理とするのか、又は、前記複数の情報項目のうち所定のグループに分類されてい
る情報項目のそれぞれが他のグループに分類されている情報項目のそれぞれを省くように
して前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行される
グループ毎入力処理とするのか、を選択させるための選択手段を備えたことを特徴とする
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、本発明に係る他の態様の情報処理装置は、情報の付与対象毎に複数の情報項目が
割り当てられているとともに前記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報が登録され
ているデータベースを生成可能な、又は、前記データベースにおける前記情報を更新可能
な情報処理装置であって、複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれに
ついて前記情報の登録又は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対
象とされる前記情報項目の切り替えが、前記複数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録
又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行される項目毎入力処理とす
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るのか、又は、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象の切り替え
が、前記複数の情報項目のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他
のグループに分類されている情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更
新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とする
のか、を選択させるための選択手段を備えたことを特徴とする。
　また、本発明に係る他の態様の情報処理装置は、情報の付与対象毎に複数の情報項目が
割り当てられているとともに前記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報が登録され
ているデータベースを生成可能な、又は、前記データベースにおける前記情報を更新可能
な情報処理装置であって、複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれに
ついて前記情報の登録又は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対
象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複数の情報項目のそれぞれが前記情報の登録
又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行される付与対象毎入力処理
とするのか、又は、前記複数の情報項目のうち所定のグループに分類されている情報項目
のそれぞれが他のグループに分類されている情報項目のそれぞれを省くようにして前記情
報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行されるグループ毎
入力処理とするのか、又は、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記情報項
目の切り替えが、前記複数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け
付け対象として切り替えられた後に実行される項目毎入力処理とするのか、を選択させる
ための選択手段を備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明に係るプログラムは、コンピュータを、情報の付与対象毎に複数の情報項
目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報が登録
されているデータベースを生成可能に、又は、前記データベースにおける前記情報を更新
可能に機能させるプログラムであって、コンピュータを、複数の前記付与対象に対して前
記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又は更新を受け付ける際に、前記情
報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複数の情報項
目のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に
実行される付与対象毎入力処理とするのか、又は、前記複数の情報項目のうち所定のグル
ープに分類されている情報項目のそれぞれが他のグループに分類されている情報項目のそ
れぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えら
れた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、を選択させるための選択手段として
機能させることを特徴とする。
　また、本発明に係る他の態様のプログラムは、コンピュータを、情報の付与対象毎に複
数の情報項目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目のそれぞれに対応させて
情報が登録されているデータベースを生成可能に、又は、前記データベースにおける前記
情報を更新可能に機能させるプログラムであって、コンピュータを、複数の前記付与対象
に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又は更新を受け付ける際
に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記情報項目の切り替えが、前記複
数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替え
られた後に実行される項目毎入力処理とするのか、又は、前記情報の登録又は更新の受け
付け対象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複数の情報項目のうち所定のグループ
に分類されている情報項目のそれぞれが他のグループに分類されている情報項目のそれぞ
れを省くようにして前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えられた
後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、を選択させるための選択手段として機能
させることを特徴とする。
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　また、本発明に係る他の態様のプログラムは、コンピュータを、情報の付与対象毎に複
数の情報項目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目のそれぞれに対応させて
情報が登録されているデータベースを生成可能に、又は、前記データベースにおける前記
情報を更新可能に機能させるプログラムであって、コンピュータを、複数の前記付与対象
に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又は更新を受け付ける際
に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複
数の情報項目のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替え
られた後に実行される付与対象毎入力処理とするのか、又は、前記複数の情報項目のうち
所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグループに分類されている情
報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として
切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、又は、前記情報の登録又
は更新の受け付け対象とされる前記情報項目の切り替えが、前記複数の付与対象のそれぞ
れが前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替えられた後に実行される
項目毎入力処理とするのか、を選択させるための選択手段として機能させることを特徴と
する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報の付与対象毎に複数の情報項目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目
のそれぞれに対応させて情報が登録されているデータベースを生成可能な、又は、前記デ
ータベースにおける前記情報を更新可能な情報処理装置であって、
　複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又
は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象
の切り替えが、前記複数の情報項目のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付
け対象として切り替えられた後に実行される付与対象毎入力処理とするのか、又は、前記
複数の情報項目のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグルー
プに分類されている情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のため
の受け付け対象として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、を
選択させるための選択手段を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　情報の付与対象毎に複数の情報項目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目
のそれぞれに対応させて情報が登録されているデータベースを生成可能な、又は、前記デ
ータベースにおける前記情報を更新可能な情報処理装置であって、
　複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又
は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記情報項目
の切り替えが、前記複数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付
け対象として切り替えられた後に実行される項目毎入力処理とするのか、又は、前記情報
の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複数の情報項目
のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグループに分類されて
いる情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のための受け付け対象
として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、を選択させるため
の選択手段を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　情報の付与対象毎に複数の情報項目が割り当てられているとともに前記複数の情報項目
のそれぞれに対応させて情報が登録されているデータベースを生成可能な、又は、前記デ
ータベースにおける前記情報を更新可能な情報処理装置であって、
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　複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又
は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象
の切り替えが、前記複数の情報項目のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付
け対象として切り替えられた後に実行される付与対象毎入力処理とするのか、又は、前記
複数の情報項目のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグルー
プに分類されている情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のため
の受け付け対象として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、又
は、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記情報項目の切り替えが、前記複
数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替え
られた後に実行される項目毎入力処理とするのか、を選択させるための選択手段を備えた
ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　所定の付与対象又は所定の情報項目を指定させるための第１の指定手段を備え、
　前記各処理は前記第１の指定手段により指定された付与対象又は情報項目が前記情報の
登録又は更新の受け付け対象から省かれるように前記情報の登録又は更新の受け付け対象
を切り替えることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記複数の情報項目のうちのいずれかの情報項目からなる所定のグループを指定させる
ための第２の指定手段を備え、
　前記各処理は前記第２の指定手段により指定されたグループにおける情報項目が前記情
報の登録又は更新の受け付け対象から省かれるように前記情報の登録又は更新の受け付け
対象を切り替えることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　コンピュータを、情報の付与対象毎に複数の情報項目が割り当てられているとともに前
記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報が登録されているデータベースを生成可能
に、又は、前記データベースにおける前記情報を更新可能に機能させるプログラムであっ
て、
　コンピュータを、
　複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又
は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象
の切り替えが、前記複数の情報項目のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付
け対象として切り替えられた後に実行される付与対象毎入力処理とするのか、又は、前記
複数の情報項目のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグルー
プに分類されている情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のため
の受け付け対象として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、を
選択させるための選択手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　コンピュータを、情報の付与対象毎に複数の情報項目が割り当てられているとともに前
記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報が登録されているデータベースを生成可能
に、又は、前記データベースにおける前記情報を更新可能に機能させるプログラムであっ
て、
　コンピュータを、
　複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又
は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記情報項目
の切り替えが、前記複数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付
け対象として切り替えられた後に実行される項目毎入力処理とするのか、又は、前記情報
の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象の切り替えが、前記複数の情報項目
のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグループに分類されて
いる情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のための受け付け対象
として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、を選択させるため
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の選択手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　コンピュータを、情報の付与対象毎に複数の情報項目が割り当てられているとともに前
記複数の情報項目のそれぞれに対応させて情報が登録されているデータベースを生成可能
に、又は、前記データベースにおける前記情報を更新可能に機能させるプログラムであっ
て、
　コンピュータを、
　複数の前記付与対象に対して前記複数の情報項目のそれぞれについて前記情報の登録又
は更新を受け付ける際に、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記付与対象
の切り替えが、前記複数の情報項目のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付
け対象として切り替えられた後に実行される付与対象毎入力処理とするのか、又は、前記
複数の情報項目のうち所定のグループに分類されている情報項目のそれぞれが他のグルー
プに分類されている情報項目のそれぞれを省くようにして前記情報の登録又は更新のため
の受け付け対象として切り替えられた後に実行されるグループ毎入力処理とするのか、又
は、前記情報の登録又は更新の受け付け対象とされる前記情報項目の切り替えが、前記複
数の付与対象のそれぞれが前記情報の登録又は更新のための受け付け対象として切り替え
られた後に実行される項目毎入力処理とするのか、を選択させるための選択手段として機
能させることを特徴とするプログラム。
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